
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 3回 理事会  

日 時 令和 4年 6月 10日  18:30～20:50 

場 所 Web会議 

出席者 

理事大山盛樹、井手伸二、山下潤一郎、小泉徹児、小無田彰仁、重松康志、永木照彦、 

大石勝規、志岐浩二、小柳 傑、笹原順哉、飯野朋彦、池田章子 

監事平野英三、柿田謙三、大木田治夫 

書記大月雅之、狩浦圭介 

事務局：坂井孝行、砂川伸也、野原 尉、河島ます子、野上和歌 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １）新生涯学習システムへの変更に伴う推進リーダーフローについて 

推進リーダー制度の変更点について、①履修対象者は登録理学療法士取得者以上。②新システムでは
実績における履修登録が不可能となる。③士会指定事業は事前にどちらの推進リーダーに該当するの
かを登録する必要がある。④研修会や事業終了後、履修登録シートを提出する。⑤e-ラーニング免除申
請は当該年度内の事業参加を条件とする。地域ケア研修会や介護保険研修会、災害リハ研修会など研
修会と名がつくものはカリキュラムコードを設定した研修会として実施する場合と士会指定事業とし
て運用するという 2パターンある。JPTAアプリの QRコードを読み込むことで入退室処理が可能。長
崎県理学療法士協会の事業、研修会をいずれかに登録し、広域・県リハの事業は動きながら該当する
ものを情報収集、決めていく形。審議の結果、提案通り可決された。 

２）新入会承認について 
入会 12名、退会 3名、休会 2名、復会 1名。審議の結果、提案通り可決された。 

（２）報告事項 
１）令和 4年度 長崎県理学療法士協会 新卒者オリエンテーションについて 

   5月 12日に事務所からのオンラインで実施。参加 71名。予算 95,000円、支出 58,715円、残が 36,285
円。 

２）推進リーダー制度に関する補足資料及び、eラーニング免除申請書広報について 
   制度変更に伴い、修正の資料と e-ラーニングの免除申請書を変更。ホームページ上は、旧制度のもの

のため、掲載を止め、データが集約出来次第情報をアップする。 
 ３）長崎県ねんりんピックについて 
   5月 14日、2年ぶりに開催。会場は大村、長崎で、合計 7名で 3競技に対応。全部で 65名の対応。コ

ロナの影響か例年より 20 名程少なかったが、開会式で PT の紹介や救護班の場所の周知もしていただ
き、分かりやすく活動できた。  

４）長崎市「元気がいちばんたい！健康祭り」について 
   5月 8日長崎ブリックホールで開催。感染対策の中、参加スタッフが少なかった。内容は基本チェック

リストと、参加者ご本人からの運動の希望に沿って個別指導。保健師の骨密度測定や栄養士、歯科衛
生士など他医療職と協力しながら運営できた骨折予防のパンフレットは好評だった。 

５）JPTA全国スポーツ理学療法運営担当者会議について 
  5 月 28 日にオンライで開催された。各県士会のスポーツ理学療法担当者が集まり、アンケート結果の

情報共有や各士会の活動の取り組み、課題を報告。本会は特にメディカル活動サポートマニュアルの
作成、啓発などを報告した。本会のこれまでの事業は他県と比べても誇れるもので、マニュアルの作
成や競技の場を与え、啓発を図れる事業は他県にないものだったという印象。 

（３）その他報告事項 
 １）NPTA公式 LINEの開設について 

SNS の活用について LINE が相応しいという結論に至った。登録者は 500 人から上限 1,000 人くらい
と予想しており、無料プランで立ち上げ、ホームページやDMで発信し、6月中にどの程度の登録数に
なるのかをモニタリングし無料、有料を検討し、7月 1日より本格運用する流れ。無料、有料の切り替
えはすぐに可能。 

 ２）研修会費徴収にかかる「イベントペイ」導入議論について 
研修会の参加費について、リモート形式で徴収しにくい。そこで、イベントペイを検討。初期費用と
月額費用はかからず参加費の 3.5％が手数料として差し引かれる。金銭的なメリットはないが、他職種
の参加費徴収などでの手間を減らすことができる。地区研修会と学会は分けて考える必要があり、今
後も情報収集、議論を行っていく。 

 ３）第 32回 長崎県理学療法学術大会 進捗状況について 
   2022年 9月 10日 14時から 11日 17時 40分の予定。演題数は 39で、1セッション 5演題の 5セッシ

ョンでトータル 25演題を口述、残り 14演題を 5演題、5演題、4 演題に分けて、e-ポスターとする予
定。事前登録者数について、長崎県士会セミナーID 対面が 300 名上限で現在 33 名。オンラインが
1800 名上限で現在 70 名。北海道から沖縄まで申し込みがあり、103 名中 66 名が長崎の方。基調講



演、教育公演を後期研修対象ということで無料のセミナーとしており、そこのみエントリーしている
事前参加登録数が 26名いるが、学会費を払った方のみ IDを送る予定。 

 ４）令和 4年度 長崎県理学療法士協会 定時総会について 
   現時点で出席者が 66名。委任状が 1398名、計 1464名。今回、総会資料すべての見積が 306,900円。

今回の総会は新役員の承認の総会。その後臨時理事会で組織のことを話す予定。 
 ５）小川克己氏総決起集会について 
   6 月 16 日に小川克己氏の総決起集会を行う予定。場所はチトセピアホールでリモート生配信も検討。

日本理学療法士連盟の半田会長より、長崎決起大会でなく九州全体の総決起集会とし、九州全体にリ
モート配信してはどうかとの提案があった。 

 


